
―
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

十
八
歳
拡
大
に
つ
い
て
―

問

本
市
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
は
、
我
が
党
の
強
い
要

望
で
、
平
成
二
十
七
年
一
月
よ

り
現
在
の
中
学
校
卒
業
ま
で
に

拡
大
さ
れ
た
。
令
和
元
年
十
月

現
在
、
大
阪
府
下
で
は
七
市
四

町
が
入
通
院
と
も
に
十
八
歳
到

達
年
度
末
ま
で
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

疾
病
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
子
ど
も
の
健
全
な

育
成
に
寄
与
し
、
さ
ら
な
る
子

育
て
し
や
す
い
東
大
阪
を
目
指

し
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
十
八
歳
年
度
末
ま
で
の
拡
大

を
強
く
求
め
る
が
、
当
局
の
見

解
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
も
大
変
重
要
な
施

策
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
実
施
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
よ
う
指
示
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、

関
係
部
局
と
も
調
整

を
図
り
進
め
て
い
く
。

―
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の

設
置
に
つ
い
て
―

問

各
地
で
子
ど
も

が
死
傷
す
る
事
故
が

相
次
い
で
い
る
こ
と

を
受
け
、
十
一
月
十

二
日
、
厚
生
労
働
省

が
全
国
の
都
道
府
県

と
政
令
市
、
中
核
市

に
対
し
、
保
育
施
設

周
辺
の
道
路
で
ド
ラ

イ
バ
ー
に
注
意
を
呼

び
か
け
る
キ
ッ
ズ
ゾ

ー
ン
の
設
置
を
検
討
す
る
よ
う

促
し
た
。
大
津
市
で
は
、
五
月

の
事
故
を
受
け
、
国
に
先
駆
け

試
験
的
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を
設

置
し
、
保
育
施
設
の
出
入
り
口

付
近
に
は
、
文
字
の
路
面
表
示

だ
け
で
な
く
、
下
地
も
緑
色
に

塗
装
し
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
事

故
防
止
の
注
意
を
喚
起
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
本
市
も
キ
ッ

ズ
ゾ
ー
ン
を
設
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

昨
今

の
園
児
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る

交
通
事
故
に
か
ん
が
み
て
、
本

市
に
お
い
て
も
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン

の
設
置
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

設
置
に
向
け
て
関
係
機
関
と
調

整
を
進
め
て
い
く
。

―
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

早
期
導
入
に
つ
い
て
―

問

近
年
、
高
齢
者
に
よ
る
自

動
車
の
誤
作
動
に
よ
る
交
通
事

故
が
後
を
絶
た
な
い
。
全
国
で

も
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
を
勧
め
る
動
き

が
起
こ
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の

免
許
証
自
主
返
納
は
、
公
共
交

通
網
の
整
備
な
く
し
て
は
勧
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
市

も
坂
道
の
多
い
東
部
地
域
で
路

線
バ
ス
の
減
便
や
廃
止
等
に
よ

り
交
通
弱
者
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
等
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
実
現
が
急
が
れ
る
。
こ
れ
ま

で
我
が
党
か
ら
強
く
要
望
し
て

き
た
東
部
地
域
に
お
け
る
デ
マ

ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
の
実
施

に
対
し
て
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

早
期
に
実
施

で
き
る
よ
う
内
容
を
精
査
の

上
、
示
し
て
い
き
た
い
。

―
所
有
者
不
明
の
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
―

問

本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年

の
台
風
二
十
一
号
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
家
屋
も
少
な

く
な
い
。
空
き
家
に
関
す
る
通

報
も
、
例
年
百
五
十
件
前
後
に

対
し
、
昨
年
は
五
百
件
以
上
あ

っ
た
。
災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら

空
き
家
の
所
有
者
を
特
定
し
、

対
策
を
講
じ
て
い
て
は
、
市
民

の
安
全
は
守
れ
な
い
。
平
常
時

の
う
ち
に
、
所
有
者
の
把
握
に

努
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

空
き
家
の
所
有
者
調
査
は
専
門

嘱
託
員
二
名
で
行
っ
て
い
る
と

仄
聞
す
る
が
、
職
員
体
制
の
見

直
し
や
外
部
委
託
等
も
視
野
に

入
れ
て
、
空
き
家
の
所
有
者
を

特
定
し
て
い
く
な
ど
、
早
急
に

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

建
築
部
長

今
後
発
生
す
る
災

害
に
備
え
、
空
き
家
の
所
有
者

特
定
の
た
め
の
専
門
嘱
託
職
員

な
ど
を
配
置
し
、
所
有
者
調
査

の
範
囲
を
広
げ
、
災
害
時
の
即

時
対
応
を
図
る
た
め
に
、
今
後

関
係
部
局
へ
要
望
し
て
い
く
。

―
近
鉄
東
花
園
駅
周
辺
の
駐
輪

場
問
題
に
つ
い
て
―

問

近
鉄
奈
良
線
の
高
架
化
に

伴
い
、
駅
周
辺
に
点
在
し
て
い

た
駐
輪
場
も
高
架
下
に
集
約
、

整
備
さ
れ
、
多
く
の
方
が
利
用

し
て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
の

皆
様
か
ら
は
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が

不
足
し
て
い
る
、
一
時
預
か
り

の
台
数
が
少
な
い
、
等
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
現
在
高
架
下

の
駐
輪
場
は
、
東
花
園
駅
の
東

西
に
四
カ
所
あ
り
、
平
成
二
十

七
年
当
時
に
当
局
よ
り
、
二
千

九
百
八
十
台
が
整
備
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
こ
れ
で
賄
え
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現

在
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
二
千

四
百
七
十
八
台
で
、
約
五
百
台

分
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

駐
輪
場
は
常
に
満
車
状
態
で
あ

り
、
対
策
は
急
務
で
あ
る
が
、

当
局
の
具
体
策
を
示
せ
。

土
木
部
長

こ
れ
ま
で
市
が
管

理
し
て
い
た
無
料
自
転
車
駐
車

場
敷
地
の
地
権
者
に
協
力
を
求

め
、
一
時
利
用
の
自
転
車
駐
車

場
を
整
備
す
る
方
向
で
あ
る
。

―
不
登
校
児
童
、
生
徒
へ
の

支
援
に
つ
い
て
―

問

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
へ
通
う

子
ど
も
た
ち
は
、
み
ず
か
ら
足

を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

意
味
で
は
、
学
校
復
帰
や
社
会

的
自
立
が
期
待
で
き
る
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
は
、

不
登
校
児
童
、
生
徒
の
大
半
を

占
め
る
、
そ
れ
以
外
の
子
ど
も

た
ち
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
学

習
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と

が
、子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
様
々

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
例
え
ば
、
定
年
退
職
し

た
教
員
を
嘱
託
と
し
て
採
用
し
、

不
登
校
の
児
童
、
生
徒
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
専
門
員
を
配
置
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、
関
係
部
局
の
見
解
を

伺
う
。

学
校
教
育
部
長

チ
ー
ム
支
援

体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
積
極

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
な
ど
、

児
童
、
生
徒
と
の
関
係
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な

学
習
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

―
学
校
体
育
館
空
調
設
備
設
置

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
―

問

本
年
六
月
、
第
二
回
定
例

会
で
も
聞
い
た
が
、
小
中
学
校

の
体
育
館
は
災
害
時
の
第
一
次

避
難
所
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
。

真
冬
の
極
寒
の
体
育
館
、
あ
る

い
は
真
夏
の
蒸
し
風
呂
状
態
で

の
体
育
館
で
は
、
避
難
し
て
こ

ら
れ
た
方
々
の
体
調
管
理
も
ま

ま
な
ら
ず
、
予
期
せ
ぬ
二
次
災

害
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
り
、

早
急
に
整
備
す
べ
き
で
あ
る
と

お
伝
え
し
た
。
そ
の
際
に
、
コ

ス
ト
削
減
の
質
問
、
あ
る
い
は

ハ
ー
ド
面
で
の
新
技
術
に
つ
い

て
の
提
案
も
し
た
。
今
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
を
利
用
す

れ
ば
、
国
が
七
割
負
担
、
本
市

が
三
割
負
担
で
整
備
で
き
る
と

仄
聞
し
て
い
る
。
前
回
の
質
問

か
ら
こ
の
半
年
間
ど
の
よ
う
な

検
討
を
な
さ
れ
た
の
か
。

教
育
総
務
部
長

現
時
点
で
事

業
費
や
実
施
手
法
な
ど
の
詳
細

な
検
討
は
着
手
で
き
て
い
な
い
。

今
後
、
緊
急
防
災
、
減
災
事
業

債
に
係
る
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
本
市
の
体
育
館
の
現

状
に
合
わ
せ
た
空
調
方
式
の
さ

ら
な
る
検
討
を
進
め
る
。

―
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て
―

問

本
市
で
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
は
、
東
大
阪
市
に
居

住
地
を
有
し
、
健
康
保
険
に
加

入
を
し
て
い
る
十
五
歳
到
達
後
、

最
初
の
三
月
末
日
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
供
を
対
象
に
、
医

療
機
関
な
ど
で
受
診
さ
れ
た
と

き
に
支
払
う
保
険
診
療
の
自
己

負
担
分
の
一
部
を
所
得
制
限
な

く
公
費
で
助
成
す
る
も
の
で
あ

る
。
平
成
二
十
九
年
に
は
、
入

院
、
通
院
と
も
に
、
大
阪
市
な

ど
十
八
歳
年
度
末
ま
で
と
す
る

自
治
体
が
ふ
え
て
い
る
。
高
校

卒
業
ま
で
制
度
を
拡
充
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
子
育
て
し
や
す
い

町
、
住
み
や
す
い
町
東
大
阪
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
子
育
て
世
代
の
家
族
を

地
域
に
誘
致
、
定
着
す
る
政
策

と
し
て
人
口
減
少
に
歯
ど
め
を

か
け
、
税
収
の
回
復
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
当
局
の
見
解
を
答
え
よ
。

市
民
生
活
部
長

子
育
て
環
境

の
整
備
の
観
点
か
ら
も
大
変
重

要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
関
係
部
局
と
も
調
整
を

図
り
進
め
て
い
く
。

―
職
員
基
本
条
例
に
つ
い
て
―

問

平
成
二
十
四
年
に
大
阪
府

で
は
、
職
員
基
本
条
例
を
制
定

し
、
大
阪
市
で
も
同
様
の
条
例

が
制
定
さ
れ
た
。
私
は
長
年
民

間
の
企
業
で
働
い
て
い
た
が
、

会
社
で
は
、
自
身
の
能
力
を
引

き
出
せ
る
細
や
か
な
評
価
と
、

チ
ー
ム
や
部
署
と
し
て
の
結
束

力
を
高
め
る
評
価
な
ど
が
あ
り
、

や
り
が
い
を
持
っ
て
働
い
て
い

た
。
職
員
基
本
条
例
の
評
価
制

度
は
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲
や

自
信
、
誇
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
条
例
を
本
市
で
今
後
検

討
す
る
考
え
が
あ
る
か
答
え
よ
。

行
政
管
理
部
長

大
阪
府
や
大

阪
市
の
職
員
基
本
条
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
職
員
倫
理
や
人
事

評
価
な
ど
の
各
条
項
に
つ
い
て
、

本
市
に
お
い
て
は
個
々
に
条
例

や
内
規
を
制
定
し
、
推
進
し
て

お
り
、
各
制
度
を
充
実
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

―
市
役
所
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
つ
い
て
―

問

今
後
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
よ
り
財
政
運
営
が
厳
し

い
状
況
に
な
る
こ
と
を
前
提
に
、

従
来
よ
り
少
な
い
人
数
の
職
員

で
も
自
治
体
が
本
来
担
う
べ
き

機
能
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に

よ
る
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
の
構
築
こ
そ
が
課
題
で

あ
る
。
他
市
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
ほ

か
に
も
、
超
過
勤
務
実
績
の
入

力
業
務
や
通
勤
手
当
調
査
業
務

な
ど
の
事
務
的
な
作
業
に
は
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
市
役
所
で
の
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
活
用
に

向
け
た
実
証
実
験
や
導
入
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
答
え
よ
。

行
政
管
理
部
長

今
年
度
は
、

Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
音
声
認
識
技

術
を
用
い
て
、
録
音
し
た
音
声

デ
ー
タ
を
文
字
に
変
換
す
る
会

議
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
、
及

び
職
員
が
指
示
し
た
業
務
内
容

を
自
動
的
に
実
行
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
実
証
実
験
を
実
施
し
た
。
次

年
度
以
降
の
拡
張
し
た
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。

―
災
害
対
策
の
強
化

に
つ
い
て
―

問

大
型
台
風
や
集
中
豪
雨
な

ど
全
国
的
な
災
害
の
教
訓
に
学

び
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

災
害
リ
ス
ク
周
知
の
た
め
に
も
、

作
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
や
、

山
間
部
に
約
百
カ
所
あ
る
た
め

池
に
つ
い
て
の
対
策
を
ど
う
講

じ
る
か
。

危
機
管
理
監

千
年
に
一
度
の

雨
、
二
四
時
間
六
百
八
十
三
ミ

リ
降
雨
予
測
を
想
定
し
た
浸
水

想
定
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
た
め

池
防
災
、
減
災
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
取
り
組
み
の
調
査
実
施

も
行
い
、
令
和
二
年
度
の
作
成

見
込
み
で
あ
り
、
全
戸
配
布
す

る
予
定
で
あ
る
。

―
交
通
移
動
支
援
の
具
体
化

に
つ
い
て
―

問

市
民
の
交
通
移
動
支
援
を

具
体
的
に
ど
う
図
る
か
を
何
度

も
問
う
て
き
た
。
東
部
山
麓
地

域
は
坂
も
多
く
、
移
動
の
困
難

さ
も
あ
る
。
ま
た
他
地
域
で
も

既
存
バ
ス
路
線
廃
止
で
不
便
な

地
域
も
出
て
い
る
。
事
業
実
施

に
向
け
、
実
証
実
験
も
含
め
年

次
計
画
を
持
ち
、
具
体
化
を
図

る
べ
き
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

東
部
山
麓
地

域
は
、
平
野
部
と
の
違
い
か
ら

地
域
に
対
応
し
た
施
策
が
必
要
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
傾
斜
地

を
含
め
市
内
す
べ
て
の
地
域
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
タ
ク
シ

ー
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

具
体
的
な
取
組
み
を
早
期
に
お

示
し
で
き
る
よ
う
協
議
、
調
整

に
努
め
る
。

―
消
費
税
増
税
と
地
域
経
済

に
つ
い
て
―

問

消
費
税
十
％
増
税
と
な
り
、

市
内
の
小
規
模
事
業
所
や
商
店

で
も
廃
業
、閉
店
な
ど
影
響
が
出

て
い
る
。
影
響
調
査
を
行
い
支

援
施
策
に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
六
十
三
％
と
最
も
高
い
ニ

ー
ズ
と
な
っ
て
い
る
機
械
設
備

購
入
補
助
、
商
店
改
修
補
助
支

援
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

経
済
部
長

中
小
企
業
動
向
調

査
の
中
で
質
問
項
目
を
設
け
る

と
と
も
に
、
モ
ノ
づ
く
り
企
業

訪
問
や
商
店
街
訪
問
の
中
で
、

影
響
を
把
握
し
た
い
。
指
摘
の

補
助
制
度
は
他
都
市
事
例
な
ど

調
査
、
研
究
し
た
い
。

―
医
療
費
な
ど
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
―

問

本
市
は
国
民
健
康
保
険
料

の
抑
制
の
た
め
に
議
会
も
職
員

も
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
て
き

た
。
府
内
統
一
保
険
料
に
な
り
、

独
自
に
保
険
料
抑
制
の
た
め
に

繰
入
れ
て
き
た
一
般
財
源
四
億

円
ほ
ど
を
使
っ
て
医
療
費
の
負

担
軽
減
に
活
用
す
べ
き
だ
が
、

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ

て
き
た
一
般
会
計
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
医
療
費
な
ど

の
負
担
軽
減
も
含
め
た
施
策
の

財
源
と
し
て
関
係
部
局
に
働
き

か
け
て
い
く
。

―
少
人
数
学
級
の
拡
充

に
つ
い
て
―

問

大
阪
府
か
ら
「
学
校
ご
と

の
判
断
で
少
人
数
学
級
の
た
め

に
習
熟
度
別
加
配
の
教
員
を
活

用
し
て
も
よ
い
」
と
の
見
解
が

示
さ
れ
た
。
本
市
で
も
現
行
の

小
学
校
三
年
生
か
ら
拡
充
す
べ

き
だ
が
、
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長

本
市
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
学
校
現
場
か

ら
の
意
向
が
あ
れ
ば
協
議
し
て

い
く
。

空調設備設置が望まれる市内の学校体育館

早急な整備が必要なキッズゾーン（※写真は大津市のもの）

公

明

党

代
表
質
問

個
人
質
問

西
田

和
彦

吉
田

聖
子

個
人
質
問

菱
田

英
継

大

阪

維

新

の

会

代
表
質
問

個
人
質
問

中
原

健
氏

井
越
智
嘉
代

個
人
質
問

金
沢

大
貴

日

本

共

産

党

代
表
質
問

個
人
質
問

塩
田

清
人

長
岡

嘉
一

安

心

し

て

子

育

て

が

で

き

て

、

豊

か

に

過

ご

せ

る

街

に

子
育
て
世
代
を
支
援
"
子
ど
も
医
療
費
十
八
歳
ま
で
の
拡
大
を
!

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
実
施
・
東
花
園
駅
駐
輪
場
整
備
な
ど
交
通
利
便
性
を
高
め
よ
!

待
っ
た
な
し
"
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
"

子

ど

も

医

療

費

助

成

制

度

の

拡

充

を

"

（４）第２０４号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和２年２月１５日（５）


